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一美しい郷土を公害から守るうー

「このままでいったら、 10年後の日本列島はj尼に浮かんだ品

になるであろうJと、 ある学者が言ったが、最近は、日々のマ
スコミで、公害問題を取り上げない日は一日とてもない実状で

ある。

このように、公害問題は、いまや、国民生活の上で、焦眉の

急たる問題として、大きく政治の上でも取り上げられよう．とし

ている。

ことほどさように、公害は、大なり小なり、 L、ろいろに姿形

を変えて、わたしたちの身辺に、ひたひたと潮の満ちるように

押し寄せて乙るようである3

日本は、 L、まや、 工業の異常な発展の浴と子としての公害の

ため、青空を失L、、緑地や鴻炉！な流れまで奪われ、ヒスイ色に

澄んだ海さえもむしばまれようとしてレる。

この、原初からの、神からの贈りものである美しL、郷土を、

みんなの手で公智・から守りたいものである。

仁住宅政策の一環としてのー「

団地造成 I 

このような意味あいからも、町では、つとに、その自然条件

や、いろいろの環境条件から、わが朝日町を、呉東地区のベプ

ドタウンとしての性絡を生かすべく、また一方、町の住宅政策

の一環として、数年前から住宅団地の造成計画が進められてい

たが、

まず、手はじめに、 昭和37年から41年にかけて、桜町東部地

区に、旭ケ丘団地として、町営住宅50戸を建設し、とりあえず

住宅に悩む町民に供給貸与したが、これに引続き、住宅難の緩

和策．として、町では、県の勤労者住宅生活協同組合とタイア ヅ

フ‘し、 f白駅白IJ由

確保し、岡地vこ、/I·~：述文化住宅50戸を建設し、、砂ULOJ山illlr団
地のi白I泌をみたのであるが、この分議ti:：＇－とは、人l,1：・之；・カ・九州め
て好評：を｜呼し、加えて近年OJj的政過沼化斜線と行lまって、 lllTL(

の要望もあって、づ I i!'あれ 、て昭和45年l良から 3 力作訓~［Iiによっ

て、大民地内に、勤労荷住宅 100戸の建設を目棋とした、大規

横な団地造成計画が決まり、町では、ニれに要する：敵地10.200

坪を買収し、これを県住宅生協に依託、

本年度は、とりあえず25戸の建設を完成し、去る1211、それぞ

れ予約申し込み者に分譲引き渡しを行なったが、これらの住’t
は、いずれも地元連築業者の請負いによるもので、 1}Fiとも、

蚊地は70～80坪を擁し、新しし・型式で、内外とも機能的文化的

に設計されてし、る。

なお、この団地は、 mrの中心部に近く、 i泊勤や)rl/l.11し、その
他に使利であり、団地内2カ所に、がJ300坪にわたる逝闘地の

造営も予定されている等、 入f,l'f者泊、ら溜：ばれてし、る。

また、団地は、朝日 lflTの海岸帯り北岡g~に位ii~1~L、lllJlfliに.It

アルプスの山なみをi準型し、背後に富山崎をー摂に収め、 t(qfit,

if[j民切、ら迎なる｜坊1Wl林の｜去の｝1）と長に伴い、将来は三自社や火器i；に
匹敵する美しい怯林が実現するてずあろう し、

終日光満ちあふれ、水よし、空気よし、まことわがふるさとは

うるわし、公＊I,、ずこの物語ぞ、ということになり、伐る75f-i

の建設も焔々と進められており、完成のl肢は、夫しI,..山然線塊

の中に、わが町にふさわLL 、新名所止もしヴベ~本町筋ーの似

宅団地が、文字どお砂、ポソカりと~のよ うに現出することに

なるであろう。

＜開題写真＞ 第一次建設を終わってそれぞれ入印した

太昆Ht内団地風－長
（編集委i~ mi m：応的）
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教
育
委
員
に
藤
条
昇
巧
氏
選
任

ー

第
一
回
議
会
臨
時
会

l

昭
和
四
十
六
年
第
一
回
朝
日
町
融
会
臨
時
会
は
、
一
対
二
十
八

日
行
な
わ
れ
、
在
期
満
了
に
伴
う
朝
日
町
助
役
、
収
入
役
、
及

び
、
教
育
委
－員
会
委
員
並
び
に
、
人
権
搾
議
委
員
の
選
任
に
関
す

る
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
助
役
に
加
藤
佼
之

氏
、
収
入
設
に
阿
部
順
三
氏
の
蒋
選
を
同
意
し
、
教
育
委
員
小
川

弥

一
氏
む
後
任
之
し
て
新
し
く
藤
条
昇
巧
氏
を
任
命
同
意
、
ま

た
、
人
権
路
議
委
員
候
補
者
に
上
困
惑
一一
氏
が
三
た
び
推
選
可
決

さ
れ
た
。

な
お‘

各
氏
の
経
歴
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

朝
日
町
助
役

加

藤

俊

之

大
正
一
一
一
年
十
二
月

五
日
年

（
凶
才
）

就
川
三
五
七
番
地

大
正
二
年
凶
パ
四

υ

生

（日）

平
捌

一
二
O
番
地

八
路
歴

V
旧
制
富
山
高
校
尋
常

利
平
制
大
芸
術
科
卒

県
農
協
中
央
会
経
営
監
査
謀

朝
日
町
収
入
役
一
期

吋
J
l
d
一

八
時
服
V
愛
知
川川立
丁
一栄
ψ
校
中
出

県
内
名
倣
商
務
鴇
．
h
k

mm鈴
本
郎
鑑
識
訓
長

朝
日
町
助
役
一
期順

朝
日
町
教
育
委
員

藤

条

昇

巧

大
正
三
ん
十
二
月
二
十
二
日
生
（
坊）

京
箪
野
一
七
四
四
養
地

八
時
限
V
京
都
大
会
祢
修
学
一
版
本
科
卒

叫
日
町
趨
設
制
度

。

民
生
課
長

制
ほ
子
提
少
年
指
導
員

保
誠
司

僧
臓

朝
日
町
収
入
役
阿

部

人
権
擁
護
委
員
上

国

憲

二

明
山
川
凶
十
年
十

一
一ハ
二
日
生
（
臼

↓イ）
阪
町
三
一
一
凶
帯
地

〈
略
牒
V
川
小
…
品
等
科
卒

－
九
開
店
郵
使
局
長

石
間
庄
村
口氏

朝
川
町
民
主
謀
長

人
権
旅
説
委
員一
一川

町明
朝
H
町
監
資
芸
品

味
噌
醤
仙
懐
造
業

つ

昭

和

四

十

五

年

－

「
！
第
六
固
定
例
議
会
｜
一

間
和
問
十
五
勺
以
後
の
、
沼
山
内
側
口

町
議
会
定
例
会
は
、
十
ニ
パ
二
十
二
日
始

鈍
さ
れ
、
二
十
円
日
ま
で
の
会
則
一ニ

u
m

で
行
な
わ
れ
た
。

本
山子
例
会
で
は
、
附
和
問
十
五
年
度
の

件
Mm
正
予
算
な
と
十
七
誠
実
を
似
宗
ど
お

り
吋
似
し
た
。
ま
た
、川
町
市
爪
却
制
作
ぃ
処
理
組

人
川
議
会
の
耐
火
議
員
を
選
任
し
、
請
願
決

び
隙
仙
川
の
処
山
内
を
行
な
っ
て
閉
会
し
た
υ

八
付
議
さ
れ
た
議
官
町
山
か
の
件
名
V

出
制
災
抗

一
円wd

附
和
問
十
五
作
段
州
日
町

一
般
会
計
制
王
子
算
（
第
四
分
）
｛
似

宗
可
決
｝

議
設
抗
二
号
昭
和
四
十
五
年
度
判
U
町

同
民
制
限
山
肌
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

教
育
長
に

藤
条
氏
就
任

二
川
二
討
に
聞
か
れ
た
明
日
町
教
育
委

員
会
で
、
任
期
満
了
に
よ
る
新
教
育
長
に

新
し
く
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
た
藤
灸
芥

巧
氏
が
選
ば
れ
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

死
亡
公
報
の
補
充
通
知
を

受
け
た
い
遺
族
の
方
へ

日
取
近
戦
争
遺
波
咋
の
戦
跡
訪
問
が
行
な

わ
れ
る
際
会
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
当
時
の
死
亡
公
報
（
0
0洋

万
岡
、

0
0話
鳥
）
よ
り
も
‘
せ
め
て
戦

役
し
た
烏
な
り
、
お
お
よ
そ
の
地
点
ぐ

ら
い
は
知
り
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま

す
u

（
児
二
号
）

｛
原
案
可
決
〕

稿
集
第
三
号

t第
七
号
昭
和
四
十
一九年

度
制
H
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

（
大
家
出
、
笹
川
、

宮
崎
、
境
、
山
崎
）
診

牒
所
特
別
会
計
補
正
予
算
〔即
猿
可
決〕

議
然
第
八
号
制
和
四
十
五
年
度
朝
日
町

間
υ如
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一

号
）
〔
臥
安
可
決
｝

議
案
鎮
九
号
昭
和
間
十
五
年
度
朝
日
町

J

比
例
制
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
二

号
）
｛
胤
案
可
決
〕

議
実
第
十
号
制
U
町
の
議
会
の
議

μに

対
す
る
期
末
手
当
の
支
給
に
関
す
る
糸

例

一
部
改
正
の
件
〔
似
惜
敗
可
決
｝

議
旅
館
十
亡
す

朝
リ
町
の
議
会
の
級
以

ル
却
の
報
酬
以
び
貨
刈
弁
償
に
関
す
る
条

例
一
部
改
・止
の
件
〔
服
案
可
決
〕

議
案
第
十
二
号
朝
日
町
長
、
助
役
、
収

F
O－
－

4
・

そ
こ
で
、
こ
ん
ど
、
国
と
県
で
は
、
お

お
む
ね
五
カ
年
間
に
で
き
る
だ
け
調
べ

て
、
遺
族
の
方
々
に
通
知
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

も
し
、
遺
族
で
希
同
引
ぶ
さ
れ
る
方
は
、

役
場
民
件
諜
厚
生
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ

へ
νた

だ
し
、
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
Jc
O
旧
陪
軍
関
係
H
昭
和
二
十
年

一
月
一
一
M

か
ら
昭
和
二
十

一
年
六
月
十
四
日
ま
で

の
聞
に
発
行
さ
れ
た
死
亡
公
報
の
も

の。

。
問
山
内
箪
関
係
H
昭
和
十
七
年
二
月
三
日

か
ら
昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
H
ま
で

の
問
に
発
行
さ
れ
た
死
亡
公
報
の
も

の
。

（民
生
課
）

入
役
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
支
給

灸
例

一
部
改
王
の
件

（係
案
可
決
〕

議
集
第
十
三
号
朝
日
町
教
育
委
員
会
教

訂
百%
の
給
与
符
に
関
す
る
条
例
一
部
改

正
の
件
〔
服
従
可
決
｝

瀧
災
第
十
刊
号
制
U
町
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
糸
例
一

部
改
正
の
件
〔
保
安

可
決
〕

被
安
第
十
五
号
朝
日
町
立
境
小
学
校
大

w
f
冬
期
一
一
川
分
校
設
慣
に
閲
す
る
件

「
開
架
可
決
〕

議
集
第
十
点
ザ
工
事
請
負
契
約
の
件

（づ
け
川
災
内
側
辿
工
事
）
｛
同
意
｝

議
案
第
十
七
ザ

工
事
請
負
契
約
の
件

（ゆ寸凶
行
川
災
巡
閲
述
工
務
’
）
［
同
窓
〕

選
結・
第

一
叫
す
慌
山
県
東
部
術
住
処
理
組

合
議
会
級
品
補
欠
選
議
の
件
〔
当
選
人

山
崎
新
九
O
八
帯
地
、
酒
井
栄〕
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昭
和
四
十
五
年
分

「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
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告
書
」
を
提
出
し
な
か
っ
た
た
め
、
二

O
Mの
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
人

で
、
正
規
の
税
額
よ
り
も
少
な
い
場
合

の
人

。
こ
と
し
災
害
を
う
け
た
た
め
に
、
所
得

金
額
か
ら
雑
損
控
除
を
し
よ
う
と
す
る

人
ゃ
、
災
害
減
免
法
に
よ
る
所
得
税
の

減
免
を
う
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
確
定

申
告
そ
し
て
最
終
的
に
税
額
の
精
算
を

う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
人

。
背
色
申
告
の
方
は

早
め
に
決
算
を
終
え
て
、

誤
り
が
な
い

か
よ
く
確
め
ま
し
ょ
う
。

。
榔
門
色
申
告
の
申
請
に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
に
か
か
る
青
色
申
告
の

申
請
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
提
出
し
て

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
度
閤
定
資
産
税
賦
諜
の

基
磁
と
な
る
土
地
家
屋
．
及
び
償
却
資
産

の
決
定
価
額
を
記
鼓
し
て
あ
る
課
税
台

帳
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
関
係
者
の
縦
覧
に

供
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
せ
い
ぜ
い
縦

覧
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
縦
覧
の
場
所
朝
日
町
役
場

一
、
縦
覧
の
期
間

三
月
一
日
か
ら

三
月
二
十
日
ま
で

昭
和
田
十
六
年
度
の
課
税
標
準
額
の
算

定
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
に
つ
い
て
は
、

反
別
に
変
更
が
な

け
れ
ば
昨
年
ど
お
り
で
す
。

宅
地
、
山
林
、
及
び
原
野
等
農
地
以
外

の
土
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
田
十
六
年
度

の
評
価
額
が
、
昭
和
三
十
八
年
度
の
評
価

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
際
、

一
肖
色

専
従
者
給
与
の
届
出
俗
」
も
お
忘
れ
な

く
提
出
願
い
ま
す
。

。
口
座
振
替
制
度

様
定
申
告
の
納
税
は
日
時
娠
替
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

農
耕
用
に
使
用
さ
れ
る

軽
油
免
税
証
の
交
付
申

請
は
早
め
に

農
業
を
営
ま
れ
る
方
が
、
農
耕
に
耕
う

ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
使
用
さ
れ
る
と

き
、
そ
の
動
力
に
用
い
る
燃
糾
が
軽
油
で

あ
れ
ば
、
そ
の
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取

税
か
免
税
に
な
り
ま
す
。

魚
津
県
税
事
務
所
で
は
、
農
耕
の
始
ま

る
前
に
免
税
粧
の
交
付
を
し
た
い
の
で
、

申
請
希
望
の
方
は
、
近
く
の
農
協
で
お
問

い
合
わ
せ
の
う
え
、
必
要
な
書
類
を
作
成

し
、
三
月
十
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
に

額
に
比
較
し
て
、
上
昇
率
が
三
倍
未
満
の

も
の
は
、
昨
年
の
課
税
標
準
額
の

一
割

増
、
三
倍
以
上
八
倍
未
満
の
も
の
は
二
割

増
、
八
倍
以
上
二
十
五
倍
未
満
の
も
の
は

三
割
増
、

二
十
五
倍
以
上
の
も
の
は
四
割

増
と
な
り
、
農
地
以
外
の
土
地
は
、
昨
年

の
課
税
標
準
額
よ
り
一
割
な
い
し
四
割
の

増
額
と
な
り
ま
す
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
新
築
、
増
改
築
、

取
り
こ
わ
し
、
及
び
売
買
贈
与
等
、
昭
和

田
十
五
年
度
の
家
屋
に
即
興
動
が
あ
っ
た
納

税
義
務
者
以
外
の
方
は
、
昨
年
の
評
価
額

が
そ
の
ま
ま
四
十
六
年
度
の
評
価
額
と
な

り
ま
す
。

な
お
評
価
決
定
価
額
に
対
す
る
異
議
の

申
し
立
て
は
、
三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十

日
ま
で
の
期
間
に
受
付
け
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

HJE
，J
て
く
4

＝・、
o

H
百
H
U
t
t
守

〈

et
」

c
a
v

国
税
不
服
審
判
所
の

ご

利

用

を

た
れ
で
も
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
レ
ν

手
続
長
官
は
簡
単
で
、
費
用
は

一
切
い
り
ま

せ
ん
。

O
手
続
き
審
判
所
に
審
査
の
請
求
を
す
る

の

は
、
税
務
署
や
国
税
局
の
決
定
に
不
満

な
場
合
、
異
議
申
立
て
を
し
、
さ
ら
に

決
定
を
受
け
、
そ
れ
で
も
不
満
が
あ
る

場
合
、
審
査
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
期
間
は
異
議
決
定
通
知
を
受

け
た
口
か
ら
一
ヵ
月
以
内
。
ま
た
、
税

に
対
す
る
異
議
申
立
て
を
し
、

》
一
カ
月

以
内
に
決
定
が
な
い
と
き
も
審
公
開
求

が
で
き
、
事
同
色
申
告
を
七
て
い
る
人
は

直
接
審
査
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

O
審
査
請
求
の
用
紙
は
税
務
揺
に
あ
り
ま

す
。共

同
納
税
相
談
所
の
開
設

例
年
の
と
お
り
、
税
の
申
告
に
つ
い

て
、
税
務
署
、
県
税
事
務
所
、
朝
日
町
役

場
の
共
同
納
税
相
談
所
を
開
設
し
ま
ず
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

八
開
設
期
間
及
び
場
所
V

営
庶
業
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
日
ま
で

農

業

場

所

l
胡
私
自
町
役
場

島
策
二
月
二
十
六
日

場
所

l
中
央
農
協
南
保
支
所

m
M
業

三

月

三

日

場
所
l
中
央
盛
協
五
箇
庄
支
所

農
業
三
月
四
日
か
ら
五
日
ま
で

場
所
l
大
家
正
農
協

農

業

三

月

六

日

場
所
l
山
崎
農
協

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

一一一
月
十
五
日
ま
で
申
告
を
し
て
税
の
段

除
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
税
金
は

固
定
資
産
税

四
期
分
で
す

法

務

局

カE

り

一
元
化
後
の

表
示
登
録
に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
一
月

一
臼
か
ら
登
記
簿

と
台
帳
が
一
本
化
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
不

動
産
（
土
地
、
建
物
〉
自
体
に
変
更
が
生

じ
た
と
き
の
取
り
扱
い
は
、
次
の
と
お
り

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら
ご
留
意
顕
い

ま
す
。

記

て
一
カ
月
以
内
に
土
地
の
表
示
の
登
記

申
請
を
要
す
る
場
合

ω新
た
に
土
地
が
生
じ
た
と
き
‘

問
地
目
又
は
地
積
の
変
更
が
あ
っ
た
と

b
c
 

同
土
地
が
滅
失
し
た
と
き

二
、

一
カ
月
以
内
に
建
物
の
表
示
の
登
記

申
請
を
要
す
る
場
合

ω建
物
新
築
の
と
き

凶
建
物
の
所
在
、
種
類
、
構
造
お
よ
び

床
面
積
（
増
築
を
含
む
）
一
棟
の
建

物
を
区
分
建
物
に
変
更
し
た
と
き

ω建
物
が
滅
失
し
た
と
き

三
、
右
の
登
記
申
謂
を
怠
る
と
、
催
比
口
又

は
過
料
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
登
記
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
富
山
地
方
法
務
局
朝
日
出
張
所
）
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政
（
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家
庄
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）
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東
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子
（
山
崎
）

1羊 会富田

社鉄体

綴犠

員員員

事弘

感
激
に
乏
し
い
若
い
人
達

責

任

は

ど

に

司
会き
よ
・
フ
は
み
な

さ
ん
、
ご
成
人
お

め
で
と
う
ご
ざ
し
γ

ま
す
。本
日
成
人
式
に

出
席
な
さ
レ
ま
し

て
、
多
少
な
り
と

も
心
に
期
す
る
も

の
も
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
い

ま
か
ら
し
ば
ら

く
、
大
人
の
世
界

へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
気

持
な
ど
に
つ
レ
て

語
り
合
っ
て
み
た

い
と
思
レ
ま
す
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
、
成
人
と
な
っ
た
感

激
の
よ
う
々
も
の
を
川
比
え
た
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
レ
と
忠
レ
ま

す
。
大
久
保
さ
ん
か
ら
ど
う
ぞ
。

大
久
保
僕
は
い
ト
わ
ゆ
る
ま
る
年
生
ま
れ
で
、
成

人
し
て
か
ら
．
た

ν．
ふ
ん
時
間
的
に
た
っ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
感
激
な
ど
お
ぼ
え

な
か
っ
た
で
す
ね
。

－・圃．

、ー

松
下私
も
特
に
感
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
せ
ん
で
し
た
c

岡
部式
に
出
て
、
来
賓
の
話
や
祝
辞
な
ど
聞

い
て
、
成
人
に
な
っ
た
ん
だ
な
、
と
思
う

程
度
で
す
。

蓬
沢大
人
に
な
っ
た
か
ら
っ
て
、
特
別
な
こ
と

を
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
あ
ま
り
つ

を
よ
く
感
ず
る
こ
と
も
な
い
よ
う
で
す
。

司
会資
圧
と
か
義
務
の
白
克
と
か
い
ト
う
点
で

ど
う
で
す
か
Q

富
島日
頃
か
ら
友
述
ど
う
し
で
揺
し
す
る
こ

と
も
やめ
る
ん
で
す
が
、
む
ず
か
し
レ
話
に

な
り
ま
す
と
ど
う
も
・
：

岡
留巡
鍛
権
の
こ
と
に
つ
レ
て
も
で
す
ね
、

私
肉
身
何
と
な
く
、
選
準
織
を
与
え
ら
れ

た
こ
と
に
負
指
を
感
じ
る
ん
で
す
。
と
い

う
の
は
、
円
分
の
選
ん
だ
人
に
変
な
こ
と

が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
裏
切
ら
れ
た
感
じ

で
失
望
が
大
き
く
、
何
と
な
く
責
任
と
い

う
よ
り
負
担
を
感
じ
ま
す
。

人
生
の
生
き
が
い
は

こ
れ
か
ら
探
し
求
め
る

司
会こ
の
複
雑
な
現
代
社
会
の
流
れ
の
中
で

成
人
式
を
迎
え
、
そ
う
い
う
時
点
で
何
が

生
き
が
レ
と
思
い
ま
す
か
、
訟
下
さ
ん
c

松
下ぞ
う
で
す
ね
、
職
場
な
ん
か
で
若
い
人

た
ち
の
要
望
な
ど
申
し
出
て
も
な
か
な
か

と
お
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
、

生
き
が
い
と

い
う
も
の
は
、
そ
の
要
求
の
中
に
あ
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
が
。

大
久
保
僕
は
中
小
企
殺
で
働
い
て
レ
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
生
き
が
い
と
い
う
も
の
を
つ
か

め
ま
せ
ん
ね
。

司
会二

O
式
は
意
気
と
感
激
の
時
代
と
一言
わ

れ
ま
す
が
、
純
粋
な
生
き
方
も
あ
れ
ば
、

調
和
的
な
生
き
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
で
し
ょ

う
、
和
美
さ
ん
＝

間
濁私
自
身
ま
だ
真
剣
に
考
え
・
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

蓮
沢私
は
女
と
い
う
こ
と
で
、
と
か
く
結
婚

と
い
う
こ
と
が
先
に
考
え
勝
ち
で
ど
う

も・
．．
 
司
会大
久
保
さ
ん
ど
う
で
す
か
。

大
久
保
僕
は
人
仕
し
経
験
も
ま
だ
浅
い
の
で
、
そ

の
う
ち
自
分
の
生
き
方
を
げ
考
え
て
し
γ

き
た

レ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
ぺ

司
会滋
近
の
い
わ
ゆ
る
反
体
制
的
な

一
辿
の

活
動
や
事
件
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す

か
。
蓮
沢弘
た
ち
の
考
え
方
が
古
い
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
自
由
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の

考
え
方
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

ね
。
松
下私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
秩
序
の
中
で
自

由
を
求
め
る
の
が
ほ
ん
と
う
の
自
由
だ
と

い
う
気
が
し
ま
す
。

若
い
人
の
行
動
に
対
し

信
頼
と
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い

司
会で
は
次
に
、
話
題
を
変
え
ま
し
て
、
大

人
の
仲
間
入
り
す
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ノ

に

庇
っ
て
‘

自
分
の
組
も
含
め
て
位
の
大
人

た
ち
に
ど
ん
な
’
」
と
を
の
ぞ
み
ま
す
か
ι

間
働大
人
の
人
た
ち
も
、
も
っ
と
的
気
を
も

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
、
何
か

一
つ
や
る
に
し
て
も
引
込
み
思
撲
で
発
展

す
ゐ
こ
と
が
な
レ
で
す
ね
。

司
会大
人
た
ち
は
、
と
か
く
若
者
に
は
批
判

的
で
、
た
と
え
ば
礼
儀
作
法
、

言
葉
づ
か

レ
、
身
な
り
な
ど
な
か
な
か
う
る
さ
レ
よ

う
に
恩
い
ま
す
が
。

大
久
保
そ
う
で
す
、
だ
レ
た
い
脊
っ
た
時
代
と

か
、
考
え
方
の
違
レ
が
当
然
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
あ
ま
り
制
か
い
こ
と
を
留
っ

て

ほ
し
く
な
い
で
す
ね
。

蓮
沢私
も
そ
う
思
レ
ま
す
υ

大
人
の
人
た
ち

は
若
い
人
た
ち
の
行
動
に
対
し
て
倍
朋
し

な
い
で
、
批
判
ば
か
り
し
て
う
る
さ
す
8

る
と
思
い
ま
す
ね
。

松
下磁
場
で
仕
事
の
こ
と
に
つ
い
て
で
も
、

年
と
っ
た
人
た
ち

は
古
い
考
え
閲
執
し

て
、
若
レ
人
の
意
見
な
ど
い
つ
こ
う
と
り

い
れ
て
く
れ
な
い
で
す
ね
。

富
島副
似
た
ち
の
年
代
と
現
代
社
会
と
い
う
も

の
に
も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

成
人
し
た
ら
、
や
は
り
同
じ
大
人
に

な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
親
は
子
供
を
も
っ
と

信
頼
し
理
解
し
て
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
P成
人
し
た
ら
い
っ
そ
う

同
じ
お
と
な
と
し
て
の

親
子
の
対
話
が
必
要

蓮
沢
私
は
い
つ
も
思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
へ
ん

の
家
雌
で
は
、
い
ま
だ
に
親
と
子
の
話
し

あ
い
の
場
が
少
な
す

g
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
、
い
つ
も
友
逃
の
こ
と
や
、

外
で
の
行
動
た
り
に
つ
い
て
親
と
話
し
あ

っ
て
い
る
の
で
す
が
、

た
ま
に
青
年
団
活

動
な
ど
サ
ボ

ァ
た
り
す
る
と
反
対
に
親
の

方
か
ら
し
か
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
日
頃
か
ら
親
と
の

話
し
あ
い
を
深
め
、
信
頼
を
し
あ
っ
て
お

く
こ
と
が
必
要
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

司
会こ
の
頃
は
核
家
族
危
ど
と
皮
肉
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
日
頃
か
ら
自
分
の
税

し
い
男
女
も
交
・
え
て
脱
と
話
し
あ
い
の
場

を
も
う
け
る
努
力
が
必
要
で
す
ね
ο

そ
ま
つ
に
で
き
な
い

清

き

一

票

地
方
で
は
地
元
や
肩
書
き

縁
故
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る

句

会は
じ
め
に
も
ち
ょ
っ
と

ふ
れ
ま
し
た

が
、
政
治
を
克
広
ず
る

一
以
の
行
使
に
っ

しV
て
何
か
憾
ず
る
こ
と
を
ひ
と
つ
c

松
下選
教
縦
・
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
γ

て

何
か
、
社
会
的
に
自
分
に
重
み
が
つ
レ
た
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よ
う
に
忠
レ
ま
す
。

そ
れ
ど
け
に
、
つ
ま
ら
な
い
使
い
方
を

し
て
は
い
付
な
い
と
心
に
強
く
思
っ
て
か

ま
す
。

遭
浪引
払
は
既
に
そ
の
一
県
た
は
じ
め
て
行
使

し
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
、
選
ぼ
う
と
す

る
人
の
抱
負
を
し
ん
け
ん
に
聞
い
た
り
、

そ
の
人
の
日
常
生
活
や
J
動
な
ど
な
も
と

に
し
て
え
ら
ぶ
べ
き
．
た
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
人
人
の
人
た
ち
は
、
地
元
の
人

だ
と
か
、
片
書
き
と
か
、
縁
依
関
係
に
F

」

だ
わ
り
す
y
c
る
と
思
ト
ま
す
。

間
郁私
た
ち
の
臼
覚
も
、

も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
町
で
も
も
っ
と
若
い
人
た
ち
に
、

町
政
に
対
し
て
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
な

方
法
を
考
え
て
ほ
し
レ
と
忠
レ
ま
ナ
ね
。

わh
と
え
ば
山
円
相
中
認
会
の
よ
う
に
議
事
録

を
出
し
た
り
、
油
相
会
の
聞
か
れ
る
明
日
を

早
く
一
般
に
知
ら
せ
た
り
す
る
な
ど
。

司
会昨
年
は
選
準
公
報
も
去
し
人
た
ち
の
ル

で
川
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
の
よ

う
に
若
レ
人
た
ち
・
H
A身
か
ら
も
、
や
ろ
う

と
い
う
梢
耐
性
が
の
ぞ
ま
し
い
で
す
ね
u

革
沢引
札
た
ち
も
ト
八
い
に
や
り
ま
す
が
、

町
市
J

川
も
で
主
る
た
け
－
」
れ
に
こ
た
え
て
ほ

L

い
と
思
い
ま
す
し

若
い
人
た
ち
の
都
会
へ
の

あ
こ
が
れ
は
当
然
の
心
理

地
方
に
魅
力
の
あ
る
働
き
場
所
が
な
い

(5) 

司
会つ
ゲ
に
、
町
の
に
な
い
干
と
し
て
市
川慨

さ
れ
る
べ
き
打
レ
人
た
わ
が
、
ど
う
も
町

を
雌
れ
て
い
く
傾
向
が
強
レ
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

レ
て
松
下
さ
ん
G

松
下ま
ず
、
意
欲
を
も
っ
て
働
く
と
こ
ろ
が

少
な
し
γ

と
レ
う
己
と
し
ゃ
な
し
γ

で
す
か
ω

蓮
沢そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
若
い

人
た
ち
の
気
持
の
中
に
は
、

）
皮
は
親
の

も
と
を
は
な
れ
て
、
自
由
の
天
地
で
働
き

た
い
と
い
う
・欲
望
が
あ
る
心
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

宮
島自
分
の
も
っ
て
い
る
夢
に
向
か
っ
て
進

も
う
と
す
る
場
合
、
朝
日
町
ゃ
、
こ
の
近

く
に
は
働
く
通
当
な
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら

で
し
ょ
う
。

間
郁自
分
た
ち
の
空
わ
り
そ
の
も
の
が
ど
う

も
、
都
会
へ
都
会
へ
と
い
う
傾
向
が
強
す

ま
る
と
思
い
ま
す
ね
。
自
分
な
り
に
何
か

や
ろ
う
と
思
え
ば
必
ず
あ
る
と
思
う
ん
で

す
が
、
ぞ
れ
を
た
し
か
め
な
し
で
、

た
ど

部
会
へ
行
ζ

う
と
レ
う
あ
こ
い
か
れ
が
先
に

し
ぶ
つ
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
戸》
引
払
・
も
や
は
り

部
会
へ
行
主
た
い
む
で
い
つ
は
い
な
ん
で

す
。
（
宍
）

司
会そ
れ
で
は
一

応
こ
の
対
策
と
し
て
ど
う

杉
え
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
d

大
久
保
高
校
を
出
て
か
ら
人
る
技
術
学
絞
を
作

っ
た
ら
ど
う
で
す
か
G

県
内
に
は
い
く
ら

か
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
少
な
す
合
る
と
思

い
ま
す
ね
じ

松
下役
能
学
校
を
出
て
も
、
す
ぐ
そ
れ
に
合

つ
われ
仕
事
が
あ
れ
ば
レ
レ
で
す
が
ね
。

司
会近
年
、
小
規
壊
な
企
業
が
ぽ
つ
ぽ
つ
で

き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
ほ
と
ん

ど
家
庭
の
婦
人
労
働
力
を
目
あ
て
の
も
の

が
多
い
よ
う
で
す
泊。

革
実

品
関
川
の
同
人
労
働
力
を
あ
て
に
し
た

よ
う
な
工
場
へ
は
れ
い
お
は
行
会
ま
せ
ん

魅
力
に
乏
し
い

青

年

団

活

動

団
活
動
を
ま
と
め
る
中
堅

幹
部
の
不
足

司
会主
ょ
う
集
ま
つ
ど
お
iv
で
に
な
る
方
の

会
合
を
開
レ
て
も
、
役
川
H
だ
け
の
仙決
ま

り
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
ぞ
れ
も
日
分
が

役
員
た
か
ら
仕
み
な
く
川
て
く
る
と
い
っ

た
傾
向
が
強
レ
ょ
う
で
す
ω

司
会川
午
凶
戸
川
動
そ
の
も
の
に
魅
力
か
な
い

と
い
う
い
仰
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
七

間
絹円
以
近
は
怒
円
年
十
・
川
市
助
も
す

ン
平
リ
化
し

て
魅
力
が
乏
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で

す
ね
し

新
し
く
入
っ
て
く
る
人
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
し
、
ぞ

れ
に
テ
レ
ビ
や
そ
の
他
の
閉
店
恥

な
ど
の
影
替
が
強
す
ぎ
て
、
ぞ

の
方
の
み
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
い

く
の
が
大
き
な
以
内
L
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
カ
む

松
下Hけ
年
間
同
動
の
内
科
が
あ
ま

り
闘
す
き
て
人
の
出
ま
り
が
邸

い
の
し
ゃ
・な
い
で
す
か
。
旅
行

や
と
き
ど

Bν
タ
リ
エ
l

シ
3

ン
な
ど
や
っ
た
り
、
も
っ
と
人

の
集
ま
る
万
法
を
巧
え
な
b
e
v

だ
め
で
す
ね
。

陶
磁そ
う
い
う
と
さ
だ
け
集
ま
り

が
よ
く
て
、
研
修
や
奉
仕
的
な

…
実
践
活
動
に
な
る
と
さ
つ
は
り

と
め
た
ん
で
す
ι
（
実
）

蓮
沢レ
ク
リ

エ
l
y

d

ン
ば
か
り

や
っ
て
い
た
っ
て
仕
方
か
な
い
こ
と
で
、

そ
れ
に
現
在
で
は
、
団
全
体
を
ま
と
め
て

引
っ
ぱ
っ
て
レ
く
中
堅
幹
部
が
少
な
い
で

す
ね
。
平
凡
に
生
き
る
こ
と
も

幸
福
の
ひ
と
つ

生
き
が
い
を
早
く

見

つ

け

た

中
に
は
巧
年
間
活
動
に
似
…
じ
な
店
も
お
い

で
の
よ
う
で
す
が

現
布
の
背
年
団
出
動
に
つ
レ
て
ど
の
よ

う
に
巧
え
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
か
。

蓮
沢弘
は
団
い
同
歴
二
年
で
、
ま
だ
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
け
ど
、
最
近
は
レ

ジ
々
l
ブ
ー

ム
と
で
も
吉
い
ま
し
ょ
う
か
、
遊
ぶ
こ
と

が
と
て
も
多
く
て
、
会
合
を
聞
い
て
も
集

ま
る
人い
か
少
な
い
ー
で
す
ね
。

大
久
保

い

司
会

で
は
、
も
う
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

さ

B
の
方
で
も

ご
ル
生
C
が
い
に
つ
い
て

ふ
れ
主
し
た
が
、

人
生
の
小
の
一

つ
の
ピ
リ
オ
ド
と
し
て

の
此
人
式
含
終
え
、
そ
の
時
点
で
、

今
後

の
お
冗
い
の
少
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
話

し
あ
っ
て
本
日
の
山
内
談
会
を
し
め
く
く
り

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
和
夫
さ
ん
か
ら
ど

う
ぞ
。

間
部川γ
凡
に
小
い
き
る
と
レ
う
こ
と
も
む
ず
か

し
レ
と
思
い
ま
す
か
、
ぶ
は
自
分
で
や
っ

て
い
け
る
よ
う
な
何
か
を
比
つ
け
て
や
っ

て
い
会
た
い
と
わ
か

っ
て
い
ま
す
υ

富
島が
凡
に
小
い
き
て
い
く
、
そ
れ
が
い
ち
ば

ん
ポ
せ
の
よ

3
に
思
う
ん
で
す
。

大
久
保
刈
体
的
に
は
玄
．た
も
っ
て
い

ま

せ

ん

が
、
ぞ
れ
か
み
つ
か
っ
た
ら
、
そ
れ
に
向
か

っ
て
強
〈
生
主
た
い
・と
思
い
ま
す
。

蓮
沢自
分
の
仕
事
に
も
っ
と
自
信
を
も
っ

て

一
人
仰
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
下広
も
や
っ
ぽ
り
で
」
れ
だ
」
と
い
う
も

の
を
ゆ
く
み
つ
け
て
、
そ
れ
に
向
か

っ
て

が
ム

シ
守
ヲ
に
進
ん
で
レ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

司
会と
に
か
く
こ
C
代
は
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
た
時
代
と
も
言
わ
れ
、
そ
れ
だ
け
に

迷
っ
た
り
、
宮
市
ち
が
っ
た
道
に
踏
み
こ
ん

だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
c

成
人
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
と
考
え
方
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
中
か

ら
人
生
の
生
き
が
い
を
探
り
当
て
ら
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
し
て
こ
の
会
を
閉
じ
た
いー

と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

F
3
4
1
F
a
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ー
十
年
年
金
の
受
給
者
が

ー
ー
ー
も
う
す
ぐ

未
完
納
者
は
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う

（δ〉

圃
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
高
跡
任
意
加
入
者
は
、
こ

の
三
月
ま
で
の
保
険
料
を
完
納
す
れ
ば
、

六
十
五
才
に
達
し
た
之
き
か
ら
順
次
、
待

援
の
六
万
円
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

画
し
か
し
、
こ
の
十
年
年
金
の
該
当
者

が
、
た
と
え
一
カ
月
で
も
滞
納
す
る
と
、

完
納
者
に
与
え
ら
れ
る
特
別
的
な
六
方
円

年
金
は
支
給
さ
れ
ず
、
は
る
か
に
割
り
の

悪
い
年
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
も
し
滞
納

保
険
料
が
あ
れ
ば
、
あ
と
で
後
悔
し
な
い

よ
う
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
乙

（例）

保健＃；.! 

心
と
か
ら
だ

か
ら
だ
の
コ
ン
ダ
イ
シ

ョ
ン
が
よ
い
時

で
も
、
向
か
梢
神
的
な
悩
み
や
、
シ
ョ
ッ

ク
を
う
け
る
と
、
か
ら
に
の
コ
ン
デ
イ
シ

ヨ
ン
が
く
ず
れ
て
会
ま
す
。
食
欲
か
蹴
迫

し
た
り
、
下
痢
を
お
こ
し
た
り
、
頭
痛
が

し
た
り
、
病
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

心
と
か
ら
．
た
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と

は
、
経
験
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

学
問
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

一品
店
仏
一

一

k

w
川

ド一

一

一
減

額

一

軍一
一一、問。。同
一

四八、

8
0問
一

宮

一二一

g付
＝
一
九
、
円
宕
叫一

一－一回、ハ

8
凶
一

一
年

金

額

一（月
四、
星
川
）
一〈

2
、

g附）
一（月一一一、

5円）
一（月
＝一二一

8
3一（
月
ニ
、
九
し

0
3一

生
み
・

L

誕

十
年
完
納
の
場
合

一年
金
欄
否
、
円
D
O
R

－

怒
詞
朝
一玄額
引、のか十
一

軍軍
ま
た
、
過
去
に
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
方
の
、
そ
の
期
間
の
額
は
、
完
納
し
て

い
る
人
の
三
分
の
一
M
L
な
り
ま
す
か
ら
、

「
六
万
円
年
金
」
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
こ
と
し
の
一ニ月
ま
で
に
ぜ
ひ
追
納
し

ま
し
I
う。

64 

才

63 

脳
、
ホ
ル
モ
ン
、
自
律
神
経
、
内
臓
器
管
が

関
連
し
あ
い
、
か
ら
だ
の
平
衡
が
保
た
れ

て
い
る
の
で
す
。

「
病
は
気
か
ら
」
、
い
わ

ゆ
る
ス
ト

ν
ス
病
な
ど
が
そ
の
よ
い
例
で

す。
怒
ウ
た
り
、
い
ら
い
ら
す
れ
ば
、
同
の

入
口
の
筋
肉
が
固
く
な
り
、
時
に
は
出
血

も
起
こ
し
ま
す
c

ま
た
脈
博
も
智
通
の
二

倍
か
ら
三
倍
に
も
な
り
、
血
圧
も
た
ち
ま

ち
上
昇
し、

平
常
一
二

O
の
人
が
二
O
O

く
ら
い
に
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
怒
っ
て
い
る
最
中
に
、
卒
中
の

発
作
を
起
こ
し
た
り
、
心
臓
の
動
脈
が
か

た
く
な
っ
て
、
狭
心
症
や
、
時
に
は
動
脈

血
栓
な
ど
致
命
的
な
病
気
に
な
る
E

』
と
も

あ
り
ま
す
。

よ
く
、

民
生
き
の
泌
訟
の
な
か
に
、
く

よ
く
よ
し
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
、
日
常
の
と
と
わ
ざ
に
あ
る
、
「
笑
う
門

〈
例
）

一一

年
間
免
除
の
場
企
年
会
額
五
六
、

g
c同
一

一二
年
間
免
除
の
場
合
一年
金
額

豆、
h
D
O
E

－
本
来
ホ
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢

年
金
を
、
ム
ハ
十
歳
か
ら
六
十
四
才
ま
で
の

問
に
支
給
を
受
け
た
レ
と
き
は
、
「
請
求
」

し
て
、
減
幅
印
さ
れ
た
年
金
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
減
額
年
金

の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
六
十
五
歳
に

な
っ
て
も
、
年
金
額
は
一
六
万
円
」
に
培

一
領
さ
れ
る
こ
と
日
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
注
意

が
必
要
で
す
。

減
額
さ
れ
た
年
金
額
は
請
求
し
た
と
き

の
年
齢
に
よ
り
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

62 

60 

才・

に
福
き
た
る
」
は
、
生
碑
学
的
に
は
正
し

い
こ
と
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
姿
勢
．
呼
吸
、
発
声

消
化
（
吸
収
と
排
池
）
、
睡
眠
な
ど
で
か

ら
だ
を
規
制
し
て
精
神
を
整
え
、
い
つ
も

笑
顔
を
失
わ
な
い
こ
と
が
、
現
代
人
に
は

必
要
で
す
。

町
民
の
ま
ご
こ
ろ

歳

末

た

す

け

あ

い

運

動

の

結

果

附
和
四
十
五
年
歳
未
助
け
あ
い
運
動
J
Z

実
施
し
た
結
果
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多

制
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
町
か
ら

の
見
舞
金
含
合
わ
せ
て
、

作
所
附
窮
世
彬

や
福
祉
胤
設
の
入
所
者
、

長
期
の
入
院
忠

者
に
お
閥
り
し
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
だ
G

こ
の
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
レ
ま
し
た

町民の皆さんのご厚情に対し紙上よ

り深く底諾t申しあげます。

なお、募金額並びに配分額は別表

のとおりですョ（民生課）

昭和田十五年鍍末たすけあい

運働集計及び配分褒

地区名｜募鋪 ｜器等I認弘~ ！ 配分類
境崎 I '/7 .9831 16 36 44.000 

7 20 16.000 
笹川 17.940 15 27 28.000 
泊 186.915 74 . 195 219.0()0 
五倍庄 48.3'.:>9 19 50 43.000 
南保 43.285 13 41 41,000 
山崎 54.710 24 64 65.000 
大家庄 54.436, 20 67 38.000 
野病 院中 ｜｜ 10.0801 8 21 21 .000 

100 100.000 
主士会磁法施設 32 4?.000 
その他 I41、1/6
計 I 508.234 196 663 657. OGO 

募
金
織
に
町
か
ら
見
舞
金
が
加
算
さ
れ

ま
し
た
。福

祉

福
祉
事
務
所
長
の
認
定
を

受
け
た
老
人
も
税
の
障
害

者
控
除
の
対
象
に

？乙

よ

り

心
身
に
隙
害
の
あ
る
在
人
〈
明
治
三
十

九
年
一
月
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の

う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
ね
た
き
り
老
人
」
な
ど

で
、
陣
容
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
で
も
、
医
師
の
診
断
議
等
を
添
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
税
の
障
害
者
控
除
の
適

用
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
度
法
の

改
正
で
福
校
事
務
所
長
の
認
定
を
受
け
た

人
も
陣
答
者
と
し
て
認
め
ら
れ
、
税
の
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

該
当
者

F
D噌
l
n
o

は
、
民
生
謀
厚
生
係
で
申
請
手
続
き
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
改
正
法
は
、
四
十
五
年
の
所
得

税
、
四
十
六
年
度
の
住
民
税
よ
り
適
用
さ

れ
ま
す
。

ね
た
L
P
C

り
老
人
と
は
、
四
十
五
年
十
二

月
三
十
一
日
現
況
に
お
い
て
、
引
き
続
き

六
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
身
体
の
障
害
に

よ
り
就
床
を
要
し
、
介
護
を
受
け
な
け
れ

ば
、
白
ら
排
便
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
程
度
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
、
明
治
三
十
九
年
一

月
二
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
す
。

〈民
生
課）

昭
和
四
十
豆
年
度
結
核
住
民

検
診
地
区
別
検
診
状
況

者
米
一

1

1
1

？
3
2
一
4

検
老
一
1
1
2
7
2
9
7
5
2
7
3一
灯

J
V
R
U
H
 

蛾

一2
9
3
8
3川
川
4
9
9
8一
U

鵠

一m
m
m
m
m
m
務
部
川
一部

該

一

1

1

1

一
8

別

一中
正
崎
保
川
正
崎

ー区
区
区
一町

区

一
箇

家

境

3
2
1一

地

一野
五
京
陶
笹
大
山

泊
泊
泊
一
日

川
判
明
引
引
引
引
刊
川
引
川
川
一朝
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三
月
二
十
四
円
ま
で
こ
の
按
で
生
活
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

八
写
真
〉

新
し
い
野
山
州
合
で
勉
強
す
る
休
徒
述

1婦：
？人j
宅.6.l 
j :o; : 

7活j
j動τ

南

保

婦

人

学

級

さ
を
に
、
文
部
省
委
嘱
附
人
学
級
を
開

設
し
て
多
大
の
成
果
を
あ
げ
た
間
保
婦
人

会
で
は
、
本
年
肢
は
白
、
主
的
に
学
級
を

開
設
し、

多
様
化
す
る
社
会
、
家
庭
件
活

に
対
応
す
る
新
し
い
知
徹
、
精
神
的
た
設

か
さ
を
縫
う
ず
め
、
こ
の

一
年
間
九
聞
に

及
ぶ
学
習
所
動
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
の
学
級
で
は
、
宇
割
問
の
効
果
を
高
め

る
た
め
、
①
会
員
の
要
望
を
十
分
に
と
り

入
れ
舷
力
を
も
た
せ
る
、
①
決
し
て
出
席

を
強
制
し
な
い
、
①
会
員
の
意
志
を
柑
将
軍

し、

割
当
制
を
し
な
い
、
①
学
級
運
営
に

つ
い
て
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
必
ず
何
か
の

一
役
を
持
ち
、
責
任
を
も
た
せ
る
、
な
ど

し
て
運
営
さ
れ
た
。

一

第
二
十
三
回
朝
日
町
成
人
式
は
、
崎

一
天
に
恵
ま
れ
た

一
月
十
五
日
、
泊
小
学

一
校
構
堂
に
お
い
て
、
午
前
十
時
か
ら
来

一
質
多
数
を
ま
わ
き
、
成
入
者
三

一
四
名

一
中
、
－
九
六
名
の
出
席
の
も
と
に
盛

一
大
、
厳
粛
に
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

一

小
川
教
育
長
の
開
式
の
辞
に
つ
い
で

一
中
川
町
長
の
式
辞
、
富
山
県
知
事
の
ノ

一
y
セ

1
ジ
、
町
議
議
会
長
、
教
育
委
員

決
意
を
新
た
に
門
出

厳
粛
に
朝
日
町
成
人
式

と
も
す
る
と
、
社
会
か
ら
と
り
昨
日
さ
れ

そ
う
な
巴
れ
を
励
ま
し
つ
つ
、

公
民
館
付

近
で
作
集
衣
を
と
り
か
え
て
出
席
す
る
学

級
生
も
け
ん
受
け
ら
れ
、
そ
の
剤
訟
の
ほ
ど

が
う
か
が
え
る
。

一
点
、
附
人
会
の
川
動
及
び
掛
入
学
級

に
対
す
る
家
躍
の
開
制
併
を

保
め
る
た
め

に‘

間
関
誌
の
先
行
が
行
な
わ
れ
、

年
五

山
全
会
員
に
配
布
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

会

μ
は
弘
ち
ろ
ん
、
地
核
住
民
に
も
学
級

に
対
す
る
認
識
を
深
め
さ
せ
、
史
に
、
会

討
が
機
関
誌
を
通
じ
て
勉
強
す
る
こ
と

が
、
こ
ど
も
の
家
庭
教
町
内
に
ま
で
感
化
を

及
ぼ
し
て
い
、
る
。

生
活
奇
守
る
簡
易
保
険

郵
使
間
の
簡
易
保
険
は
、
皆
さ
ま
の
生

活
を
保
障
す
る
と
共
に
、
地
方
公
共
団
体

の
学
校
、
道
路
、
住
宅
、
病
院
な
ど
の
建

設
に
融
資
さ
れ
、
明
る
い
町
．
つ
く
り
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
明
る
い
生
活
設
計
に
、

簡
易
保
険
を
お
加
え
く
だ
さ
い
。

（泊
郵
便
局
）， 

I 

I 
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長
、
選
挙
管
理
委
員
長
、
連
合
婦
人
会

長
、
連
合
青
年
団
長
か
ら
若
人
の
洋
々

た
る
前
途
を
祝
福
す
る
祝
辞
が
あ
り
、

成
人
者
代
表
大
久
保
光
政
君
（
大
山
本
庄

校
下
）
か
ら
、
人
生
の
新
し
い
門
出
を

す
る
決
意
を
こ
め
た
答
辞
が
あ
っ
て
式

を
終
了
し
た
。

引
き
続
い
て
記
念
行
事
に
移
り
、昨
年

の
朝
日
町
背
年
芸
能
大
会
最
優
秀
賞
受

賞
の
演
劇
「
か
げ
ほ
う
し
幻
想
」
（
泊
校

下
青
年
間
）
を
鑑
賞
の
あ
と
、
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
な
っ
て
正
午
散
会
し
た
。 ぜ

ひ

第
＋
六
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（十

一
月
十
五
日
泊
中
学
校
）

男
子

①
ヌ
陥
庄
①
大
家
庄

女
子
①
五
徳
正

①

後

川

第
＋
困
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
十
一
月
十
ぶ
口
泊
中
学
校）

到

子

①

泊

一
区

①

笹

川

女
子

mw
伯

）
区

①
泊
二
区

第
二
十
回
呉
東
地
区
一
般
・
第
二
十
回
新

川
地
区
高
等
学
校
・
第
六
回
下
新
川
郡
中

学
校
・
第
十
二
回
朝
日
町
民
柔
道
大
会

（
一
月
十
七
日
桜
町
公
民
館
〉

中
学
校
団
体
戦
①
舟
見
中
＠
飯
野
中

高
校
団
体
戦
的
入
善
高
山
魚
津
高

町

民

大

会

①

泊

三
広
川
大
家
圧

中
学
作
個
人
戦

経

量

級

①
中
村
康
弘
（
舟
見
中
）

①
梶
山
稽
司

（
舟
見
中
）

中
量
級

①
山
田
耕
治
（
舟
見
中
）

①
中
村
鋪
．
米
，
（
入
善
中
）

重
量
級
①
上
野
朋
明
（
額
問
中
）

①
谷
口
二
三
男
〈入
善
中）

無
段
者
個
人
戦
①
林
繁
樹
（
入
警
高
）

①
米
沢
弘
義
（
入
蕃
高
）

右
段
者
側
人
戦

①
寺
崎
蛍
（
入
善
道

場
）
①
清
水
満
（
的

道
場
）

図

書

館

り

？こ

よ

八
新
譜
岡
部
V

沖
縄
／
1
ト
（
岩
波
漏
磁
）
大
江
健
三
郎

藤
原
道
長
（
岩
波
新
帯
）

北

山

茂

夫

現
象
学

（
持
波
新
番
）

木

間

元

ナ
イ
ル
に
沈
む
歴
史
〈
鋭
校
新
樹首
）

鈴

木

八

司

現
代
議
楽
を
諮
る
（
岩
波
新
書
）小

倉

朗

現
代
社
会
と
治
安
法
（
岩
波
新
欝
）

中
山
研
一

衰
は
囚
わ
れ
て
レ
る
か
（
岩
波
新
書
）

尾

上

孝

子

囲
家
例
道
（
山
訂
波
新
書
〉
村
上
重
良

埋
も
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

（
岩
波
新
議
）

加

藤

九

件

米
と
牛
乳
の
経
済
学

（
岩
波
新
書
）

大

島

清

陥
い
谷
間
の
労
働
運
動
（
岩
液
新
書
〉

大
河
内

一
男

香
港
の
水
上
居
民
（
岩
波
新
書
）ロ阿

児

弘

明

大
日
本
育
科
辞
典

（ジ
ャ
ポ
ニ
カ
全
十
八

巻

）

小

学

館

日
本
の
名
著
（
河
上
筆
）

中
央
公
論
社

時
事
年
鑑
月
四
十
六
年
版
）
時
事
通
信
社

ト
ラ
、
ト
ラ
、
ト
ラ

千

早

正

隆

夫
婦

の

時

代

読

売

新

聞

社

滅
び
ゆ
く
猛
獣
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

未
来
の
高
分
子
の

世

界

祖

父

江

寛

住
宅
J

ア
．
サ
イ
ン
双
書
（
全
八
巻
）創

元

社

む
ち
打
ち
症
と
交
通
事
故
長
谷
川
伝

天
敵

安

松

京

三

新
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
和
英
辞
典
朱
牟
田
重
雄

中

島

文

雄

山

中

準

二

英
和
大
辞
典

ボ
ー
リ
ン
グ
教
室
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職

種

＠
北
噌
南
米
で
は
、

優
秀
な
日
本
人
技
術
者

を
歓
迎
し
て
い
ま
ナ
。

南
米
だ
け
で
も
七
五
O

家
族
以
上
、
約
四
千
人

の
富
山
県
人
が
、
農
業
、

工
業
、
商
業
等
あ
ら
ゆ

る
一由
で
、
そ
の
国
の
信

用
を
得
て
活
脱
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
技
術

を
海
外
で
生
か
し
て
く

だ
さ
い
。

移
住
先

カ
ナ
グ
、
ァ
、．

メ
リ
カ
‘
ブ

ラ
ジ
ル
、
ァ

U

，七
ン
チ
ン

削
日
町
海
外
移
住
家
紋
会
で
は
、
移
住

者
の
そ
の
後
の
制
況
を
澗
資
し
、

年
代
の

別
記
録
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
町
内
の
知
人
等
で
移
住
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
レ

し
ま
す
。

朝
日
町
出
身
移
住
者
で
、
消
息
不
明
等

の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
の
移
住
率
世
間

…

海

外

移

住

家

団
を
通
じ
て
調
査
を
し
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。現
在
県
の
事
業
団
家
族
会
で
判
明
し
て

い
る
の
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
脱
蕗
し

て
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

八
峨
削
V

大
家
庄
地
問
カ
火
郎

プ
ヲ
ジ
仲
間
ス

ザ
／
市

図
工
、
金
型
工

満
十
八
才
以
上
で
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
あ
ら
ゆ
る
困
苦
に

耐
え
、
誘
惑
に
対
抗
し
う
る
立

志
の
強
聞
な
者
で
あ
る
こ
と

。

東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
経
柄
開

発
、
旧
民
生
向
上
の
た
め
に
、
心
身
と
も
に

健
全
な
日
本
の
背
年
を
、
次
の
と
お
り
派

越
し
各
国
の
闘
つ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
派
遣
先

資

格

「ーあなたの技術を生かし

し果重量ほ」ー

2英樹蒸か

機野単
械菜身
工
-"'-司氏

需主き
き牧
」ー畜

型連

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ

ν

l

y
ャ
、
ア
イ
リ

ッ
ピ
ン
、
ヶ

ニ
ヤ
、
タ
ン
ザ

－
一
ヤ
ほ
か

か

派

遣

分

野

島
袋
〈
稲
作
、
農
相
問
機
械
）

高
度
、
林
弟
、
土
木
注
段
、
教

育
訓
練
、
保
健
衛
生
等
、

格
、
満
二
十
才
以
上
の
男
女
で
、
要

請
に
基
づ
く
任
務
の
遂
行
に
必

些
な
技
術
、
技
能
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
闘

資
// 

地

m
m造

沢

崎

氏

一E

申// 

林

義

｛言

Li」

山fit

山

崎
h
H

ナ
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族
A 
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・だ
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山
崎
周
大
郎

南
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刷
新
弁
芳
次
郎
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2

・
4
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A
凶

叫
打
リ
・
ト
品
川
附
附

4
F
印
刷

// 

水

品

五

松

プ y ペプセサプ
ヲ ト ν ラ 1 ンヲ。
ゾ ihイジテ・ fl ジ
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国ノ4出市メ｜封
、 ν 、 Jレ、

よ

りアリ
ア
ン
サ

プ
ヲ
ゾ
ル
一
回
、

生
ゾ
市

プ
ヲ
，シ

ル
図
、

サ
ン
バ
ワ
口
市

プ
ラ
ジ
ル
凶
、

ツ

y
バ
ン
市

ベ
リ
出
、
リ
マ

fgl I照
合泊
せ J9J
rm 
役 、とる苦
場 ニ 窓に
llL均志 11耐
業年 .J） え
諜 強
iお誘
な怨
おに
で対
あ抗
るし
こう

中
小
企
業
機
械
貸
与

制
度
の
利
用
に
つ
い
て

中
小
企
業
他
槻
氏
与
制
度
は
、
巾
小
企

業
近
代
化
資
令
助
成
法
に
誌
づ
き
、
寓
山

県
中
小
企
業
機
楠
貸
与
協
会
が
、
中
小
企

来
者
に
代
わ
っ
て
機
械
等
を
購
入
し
、
貸

与
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
、
資
会
助
成
と

指
必
を
泊
じ
て
、
小
規
模
企
業
者
の
行
成

を
凶
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
υ

。
制
度
切
概
要

一
、
機
被
貸
与
の
対
象
者

O
従
業
員
二

O
人
以
下
の
金
糸

O
一
年
以
上
引
い
航
き
事
業
を
行
な
っ
て
い

。

水

尚
一
似
大
郎

／
戦
後
L
V

山

崎

線

開

述

披

プ iii
ヲ

ジ
Jレ

凶、

ブ
ラ
ジ
ル
凶
、

rl-iグ
ワ

パノ

リ
ヨ

ス

/,f 

ぷ

料

開

行

川

却

水
口
順
一

，一
一1

，

プ
ヲ

ジ
ル
説
、

川
・ソ
リ
ス
巾

プ
フ
ゾ

ル
凶
、

。南
保

谷

－－a
 
I
 

S
A
 

ア
γ

ソ
ン

/,f 

れ

邦

Y1 

プ
ヲ
，シ
ル
凶
、

パ
ヲ
ナ
洲

プ
ワ
ゾ
ル
凶
、

プ
ヴ
ジ

リ
守
市

l
 
i
 

V
4

，．
 

越
沢
十
三
夫

以
上
十
六
名
が
州
川
町
海
外
移
柁
お
と

し
て

onmに
の
っ
て
レ
ま
ず
ω

｛
尚
治
州
州
）

る
企
業

O
沿
近
二
年
間
の
平
均
利
益
が
ご一

O
O万

円
以
下
の
企
決

。
次
の
企
策
は
申
込
み
が
で
き
な
い

ィ
、
大
企
殺
が
＝一
分
の
－
MM
a
仁
川
賢
し

て
レ
る
も
の

口
、
設
備
近
代
化
資
金
を
そ
の
年
度
に

借
り
て
い
る
も
の

二
、
貸
与
師
側

一
余
業
当
り
貸
与
制
は
二

O
万
円
以
上

六

O
O
万
円
ま
で

三
、
貸
与
価
額
の
償
還
と
期
間

四
年
六
ヶ
月

四
、
貸
与
泊
料

O
貸
与
備
制
の
二
分
の
一
は
無
利
子

。
償
還
金
の
残
額
に
対
し
て
年
五
%
の
制

り
で
次
期
償
還
ま
で
前
納

※

保

証

金

、
保
証
人
、
そ
の
他
詳
細
に

つ
い
て
は
、
商
工
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
υ

（－
M
Zm
）
 

一
二
十
二
年
目
を
迎
え
た
一

一

家

庭

裁

判

所

一

－

家

裁
だ
よ
り
｜
一

家
庭
裁
判
所
は
昭
和
二
十
四
年
一
月
一

日
発
足
、
少
年
に
関
す
る
事
件
と
家
胞
に

関
す
る
事
件
と
を
‘
綜
合
的
、
＃
門
的
に

取
奴
う
も
の
と
し
て
設
立
さ
れ
、
本
作
で

二
十
二
年
た
ち
ま
し
た
。

少
年
事
件
に
つ
い
て
は
、
卯
を
犯
し
た

少
年
（
二

O
才
米
満
の
者
）
や
躍
を
犯
す

お
そ
れ
の
あ
る
少
年
が
、
野
擦
や
検
－
M
げ

か
ら
家
挺
必
判
所
に
送
ら
れ
て
き
ま
す

と
、
山
双
山
総
放
判
所
は
、
ぃ
山
ち
に
、

少
作
の

非
行
や
ぷ
慣
や
瑚
岐
に
つ
レ
て
却
し
く
川

先
し
、
あ
る
い
は
術
開
を
し
て
、
そ
の
少

年
に
最
も
遁
切
な
保
護
処
分
を
決
め
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
ら
の
調
在
、
審
判
は
、
少

年
の
脱
税
を
守
り
、
そ
の
仙
波
か
な
将
来
を

似
つ
け
な
い
よ
う
に
、
す
べ
て
非
公
開
で

行
な
わ
れ
ま
す
ν

家
事
事
件
は
、

一
家
事
訴
判
」
「
家
本

制
作
」
と
に
分
け
る
二
と
が

で

き

ま

す

が
、
、

家
庭
や
mm昨
秋
に
関
す
る
事
項
ゃ
、

あ
ら
ゆ
る
紛
争
に
つ
レ
て
「
審
判
ー一
や

「
調
停
」
を
す
る
も
の
で
す
む
こ
れ
も
や

は
り
非
公
開
で
、
関
係
お
の
民
間
前
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

「
家
事
務
判

一
で
は
、
た
と
え
ば
、
未

成
年
お
の
縫
子
縁
組
の
許
可
や
、
到
の
な

い
子
の
た
め
に
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と

や
相
続
放
棄
、
名
の
荻
夏
、
戸
籍
訂
正
な

ど
に
つ
レ
て
、
家
事
経
判
官
が
当
事
者
や

関
係
人
か
ら
詳
し
く
事
情
を
聞
き
、

必．仙女

な
事
実
を
調
五
し
、
適
切
な
判
断
を
く
だ

す
も
の
で
す
。
議
判
に
は
、
場
合
に
よ

っ

て
は
、
民
間
の
人
か
ら
出
ば
れ
た

「
診
k
f

仙
」
に
立
会
っ
て
も
ら
レ
、
意
見
を
聞
い

て
、
家
事
審
判
官
の
判
断
の
診
考
に
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
家
事
調
停
」
は
、
夫
婦
関
係
を
円
満

に
湘
一
整
し
た
り
、
説
子
、
親
族
聞
の
凶
係

の
澗
艶
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
雌
婚
、
厳

緑
、
扶
地
誌
の
問
組
、
遺
品
問
の
分
割
な
ど
の

争
い
に
つ
い
て
、

当
事
者
が
、
自
主
的
に

括
合
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
よ
う
あ
っ
せ

ん
し
た
り
す
る
も
の
で
す
ι
通
常
、
家
事

被
判
官
と
、
民
間
の
人
か
ら
選
ば
れ
た
調

停
委
員
二
人
以
上
で
梢
成
さ
れ
る

「
調
停

委
員
会
」
が
解
決
を
は
か
る
も
の
で
す
。

家
出
の
問
姐
や
も
め
こ
と
で
、
手
続
会

が
わ
か
ら
ず
お
凶
り
の
ぶ
ゃ
、
ど
の
・4う

に
Mm決
し
た
ら
よ
レ
か
悩
ん
で
お
ら
れ
る

方
は
、
気
料
に
・
ヌ
山
政
判
所
を
お
訪
ね
く

だ
さ
い
。
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三
枚
橋
で
大
型
育
苗
ハ
ウ
ス

舟
川
新
で
ユ
リ
の
球
根
も

ぷ
の
ル
れ
い
似
過
剰
に

よ
る
生
保
測
船
械
が
昨

作
か
ら
実
施
さ
れ
て

レ
ゐ
が
、
こ
れ
に
対

処
し
て
．
昭
和
四
十

五
年
度
米
生
産
調
整

特
別
対
策
事
業
と
し

て
、
紙
作
に
そ
楽
や

花
列
球
般
の
作
付
が

計
同
さ
れ
て
い
る
3

朝
日
町
そ
菜
振
興

会
で
は
、
そ
菜
栽
培

の
倍
ん
な
朝
日
町
三

枚
崎
地
内
に
大
割
合

的
ハ
ウ
ス
｛
制
じ

・

二
討
、
長
さ
四

1
五

日制、

前
さ一
一一
M

む
を
、

一
む
ね
六
十
万
円
で

三
川
概
念
出
設
、
こ
の

ほ
ど
完
成
し
た
c

ニ
の
ハ
ツ
ス
は
隣
地
鉄
品
川
の
ピ

コ
l
山
戸

川
以
り
で
、
内
部
に
抽
災
用
大
相
7

7

ン
二

台
、
慌
問
幼
放
附
則
W
U
叫
時
．
眼
的
問
な
と

を
と
り
つ
け
、
促
成
、
抑
制
裁
仙
引
が
で
た
』

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
「
マ
ト
、
ナ
ー
、
与
一
ウ
リ
な
ど

が
熔
回
附
さ
れ
、
順
調
に
や
’脊
し
て
お
り
、

町
内
の
農
家
に
、
安
く
他
会
な
針
来
応
酬
が

供
給
で
き
る
も
の
と
則
持
さ
れ
て
い
る
》

一
方
．
朝
日
町
球
桜
組
合
で
も
．
転
作

に
チ
ユ
l
リ
ヅ
プ
を
と
、
外
国
か
ら
の
議

入
球
を
含
め
て
四
百
八
十
万
球
余
り
の
球

根
が
植
付
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
明
日
町
・川
川
新
の
れ

m政
一
さ

ん
は
、
花
州
球
艇
に
ユ

リ
合
取
り
入
れ
よ

う
と
、
耐
火
野
県
洲
口
訪
の
生

mm
地

へ
出
向

き
、
新
鉄
鈎
ユ
リ
の
純
子
を
附
入
し
、
山

十
六
平
方
M
の
ハ
ウ
ス
に
試
験
的
に
件
以
泊

さ
れ
て
お
り
、
帥
球
の
仙
川
知
と
川
刊
ま
っ

て
、
陸
地
化
を
め
ざ
し
、
そ
の
結
引
が
則

持
さ
れ
る
。

八
写
十
見
，
ゾ

ト－
k
背
広
出
ハ
ウ
λ

内
の
台
作
図

ス
ポ

ゾ
ト
の
伏
設
作
業

下
H
舟
川
新
沢
旧
さ
ん
の
’
鉄

他
ユ
リ
政
附

安数多目濃
農
業
生
産
の

地
域
指
標
概
要
に
つ
い
て

米
の
小
山政
調
燃
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
治
議
も
さ
れ
、
闘
の
ト
M
針
市
中
に
つ
い
て

は
こ
汝
知
の
と
お
り
で
ナ
が
、
米
記
川
パ
体

的
な
事
に
つ
い
て
は
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ

i

す
。こ
れ
に
閲
述
し
て
レ
る
も
の
に
、
昨
付

十
一
月
‘川
肢
体
省
が
公
夫
し
た
、
政
治
生

必
の
地
域
指
械
が
山
山
さ
れ
に
の
ず
、
こ
の

・概
要
を
述
べ
、
民
家
の
，
F

」
理
解
な
付
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
お

け
る
重
要
農
政
物
の
地
域
別
ゃ
い
阪
の
盟
ま

し
い
次
官
を
明
ら
か
に
し
、
市
裂
に
凡
の
っ

た
、
効
率
的
な
雌
工
作
し
仰
の
凶
作
進
に
筒
す

る
も
の
で
、
尚
K
M旅
に
つ
い
て
は
、
今
後

作
付
の
転
換
を
進
め
る
－
」
と
が
必
要
に
な

る
の
で
、
他
作
物
へ
の
作
付
転
惜
の
促
地

な
ど
の
施
慌
が
訓
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
杉
雌

に
人
れ
て
い
ま
す
し

地
域
区
分
は
次
の
と
お
り
。

一
、
大
都
市
近
郊
農
業
地
借

南
関
東
べ
東
海
、
近
畿
臨
海
の
三
地
域

二
、
小
間
農
業
地
幣

北
関
東
、東
山
、
「
北
陸
」
、近
畿
内
除
、

山
陰
、
山
陽
、
阿
国
の
七
地
域

一一
一、
遠
隔
段
築
地
帯

北
海
泊
．
東
北
、
北
九
州
、
市
九
州
の

内
地
域
に
分
期
さ
れ
て
い
る
U

そ
し
て
凶
似
品
業
地
仰
が
操
業
生
・
似
の

仲
が
最
も
向
く
、
次
い
で
中
間
地
術
、
大

都
市
近
郊
地
稽
の
順
と
な
っ
て
レ
る
。

北
海
道
は
儲
躍
を
中
心
に
、

L
V

も
如
、

肉
刷
牛
飼
炎
の
比
重
か
梢
加
し
、
東
北
は

水
稲
及
び
火
山
泳
滋
を
活
斡
作
目
に
、
野

菜
、
来
突
の
斗
一
腹
比
京
を
高
め
、
北
九
州

は
水
掃
を
基
幹
に
、
野
束
、
忠
実
、
南
九

州
は
草
地
畜
産
・
を
中
心
に
野
菜
、

中
間
忠
信
は
米
、
変
の
ルT
・産
を
維
持
し

な
が
ら
、
大
都
市
近
郊
地
帯
の
外
周
郎
と

し
て
、

出
・版
物
市
場
の
鉱
大
や
、
泊
路
な

ど
の
輸
送
ふ
一
件
の
改
良
先
述
に
よ
り
、
野

市
式
、
出
決
、
飲
川
向
乳
の
作
一
院
地
併
で
、
北

農
家
台
帳
調
査
に

ご

協

力

を
グ

総
会
由
民
政
の
一
環
と
し
て
、
政
策
経
仲
仙

の
近
代
化
と
山
民
衆
市
造
の
改
善
を
尉
槻
的

に
控
進
す
る
た
め
、
展
実
振
興
計
画
、
土

地
利
用
計
闘
の
策
定
、
優
秀
な
農
業
経
営

者
の
育
成
一
覧
保
等
、
朝
日
町
の
農
業
の
実

態
を
調
炎
し
、
山
附
す
る
挫
楽
施
策
の
以

後
資
料
と
し
、
ま
た
鹿
沼
名
句
会
、
州
以
楽

布
石
離
島
給
付
金
、農
地
関
係
事
務
処
即
日
、血行

額
証
明
、
農
業
委
員
選
挙
人
名
訴
等
広
純

に
活
用
す
る
重
要
な
基
礎
資
料
に
す
る
た

め、

次
の
後
制
で
農
家
ム
け
帳
調
売
を
行
な

レ
・
ま
す
む
剥
K
H
の
町
一裂
性
を
．こ
瑚
併
しγ
に

仁
左
ま
し
て
、
訓
芥
川
内
が
訪
問
し
ま
し
た

か
ら
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
－
コ
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

関
東
は
麦
飯
、
貯
束
、
ま
ゆ
、
牛
乳
、
一
双

山
は
水
稲
、
子
、
突
、
野
菜
、
ま
ゆ
、

一
北

陸

↑
、
近
畿
内
階
、
山
陰
は
、
水
稲
作
を

地
幹
作
日
と
し
て
、
野
来
、
山
陰
は
朱
実
、

山
防
、
四
聞
は
出
版
な
ん
A
候
条
件
を
利
川

し
た
野
菜
、
県
災
を
小
心
に
、
牛
乳
な
ど
の

多
機
な
生
産
地
、

大
都
市
近
知
地
怖
は
、
農
業
パ
ル
ド
句
作
の
伸

び
は
最
も
低
い
が
、
市
場
条
件
の
優
位
性

を
生
か
し
、収
様
性
の
高
い
一
部
好
来
、飲

用
乳
等
生
鮮
企
料
品
の
性
産
地
、米
．主、

い
も
却
の
生
産

は
か
な
り
減
温
し
よ
う

が
、
閣
芸
と
諸
派
の
比
重
が
上
昇
し
ょ
・コ
ω

そ
し
て
、
こ
の
地
域
指
療
を
杉
慮
し

τ、
今
後
各
般
の
施
取
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
c

文
章
が
い
ハ
苦
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
百

県
の
意
味
を
よ
く
別
僻
し
て
、
今
後
の
針

山
限
付
則
の

E
t勺
に
し
て
ほ
し
い
と
忠
レ
ま

す
。

（
入
一
切
普
及
川
州
日
支
所
）

一
一
月
一
円
混
在

調
査
期
日

対
象
農
家

朝
日
町
に
川
住
し
、

一
0
ア
ー
ル
以
上

の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
す
る
す
べ
て
の

州民
家
（
現
従
施
行
中
の
基
銭
控
備
地
区

を
除
く
〉

調
査
項
目

上
位
帝
員
の
地
位
お
よ
び
就
業
に
関
す

る
こ
と

2
農
家
分
頬
に
閲
す
る
こ
と

3
土
地
に
閲
す
る
こ
と
こ
官
ご
と
の

よ
地
台
帳
面
積
）

4
h
庭
菜
句
麗
の
形
態
に
関
す
る
こ
と

5
山能
楽
の
将
来
志
向
に
関
す
る
こ
と

5
政
宗
の
あ
と
つ
い
Y
U

に
閲
す
る
a

」と

こ
の
調
汽
で
、
州
出
家
の
刊
私
的
な
事
柄
に

つ
レ
て
も
調
官
貸
し
ま
す
が
、
徴
税
等
に
絶

一
ん
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
答

え
て
く．た
さ
い
－u

（
農
薬
委
員
会
）

r
D唱
1
7
・
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